
 

 

わが国ＦＴＡ政策への提言：「東アジア自由貿易地域の在り方」を中川経済産業大臣に提出 

 

当組合は、学識経験者、業界有識者からなる「FTA 研究会」（座長 東京大学大学院教授 

小寺 彰）を設置して検討を行い、『東アジア自由貿易地域の在り方－東アジア自由ビジネ

ス圏の確立に向けて－』と題して報告書に取り纏め、平成 16 年 10 月 18 日付で中川経済産

業大臣に提言した。 

わが国機械業界は、東アジアにおいて日本が主導して FTA（自由貿易協定）又は EPA（経

済連携協定）を早期に締結して「東アジア自由貿易地域」を形成することを強く望むこと。

そのために、わが国 EPA/FTA の追求すべき経済政策及び外交政策上の目的は何か、途上国

で構成される東アジア諸国との EPA/FTA に盛り込まれる構成要素はどうあるべきか、目的

実現のための協力の具体的措置は如何にあるべきか、EPA/FTA 促進の障害となっているわ

が国のセンシティブ・セクター問題等をどう解決するべきかを提言している。 

 


